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砂浜は生きている

～新潟県寺泊浜の成長を探る～

磯部一洋(環境地質部)

1.砂浜への誘い

わが国は周囲を海に取り囲まれているために国土

面積に比較して長い海岸線を有しその総延長距離は約

26,500kmに達する.これらの海岸線のほとんどは海

側に突出した岩石海岸と陸側に弓状に入りくんだ砂浜か

らなるが近年海岸埋立て地や防波堤等の人工構築物か

ら放る海岸も次第に増加しつつある.

これらのうち砂浜は人間生活と最も深いつながりを持

つ.人と砂浜との出合い.そこには｢松原遠く一･･｣

や｢こぞの浜辺……｣の詩情が育まれまたそこに安住

の地を見出した人々の長い歴史が刻まれる.砂浜を訪

れその広大でダイナミックな景観に感嘆する人もあるで

あろう.体力作りとレクリエｰションのため海水浴に

訪れる人もあるであろう.しかしその多くは夏を中

心とした穏やかな季節にそこを訪れ眩い砂の輝きと快

い波の調べを思い出に秘めて帰って行くのでは凌いだろ

うか.確かに夏は白い荒砂に満たされた広い砂浜と沖

まで広がる遠浅が浜辺の散歩や海水浴に人々を招く.
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第1図寺泊浜の位慶図

しかし波の荒い冬ともなると砂浜は人を拒むかのよ

うに後退して狭くなり砂まで細かく黒っぽく怒濤が

暗い単調な浜に襲いかかる.

このように砂浜は季節の変化につれまた波の性質の変

化につれ絶えず一定の範囲内で変形を繰り返している.

ところが一方向的に堆積あるいは侵食が進み年々海

岸線が前進あるいは後退する砂浜もある.

2.わが国の砂浜の前進･後退に関する最近の

情報と寺泊浜

ここ数年間に下記のよう粗全国規模の砂浜の前進お

よび後退の実態に関する二種類の報告が相次いで放され

た.一つは明治後期以来発行されてきた新旧の5万分

の1の地形図を重ね合わせて砂浜の海岸線の前進およ

び後退を研究したもの(小池1974)であり他の一つ

は第二次世界大戦後に撮影された航空写真と近年撮影の

それとを比較したもの(田中ほか19731974)である.

二種類の報告ともに大きな河川の河口付近で砂浜の大規

模な侵食が著しいことを述べている.かつ小池(1974)

は戦前に前進傾向であった砂浜のうち戦後に侵食傾向

に狙ったものカミ多いと述べた.

上記の二種類の報告の中に戦前･戦後を通じてわカミ

国最大の規模で前進した砂浜が日本海に面した新潟県中

央部にあることカミ示されている.この砂浜は越後平野

の酉に襲える弥彦山塊を背後にひかえた寺泊浜である.

すでに寺泊浜の著しい砂浜の前進について海岸工学およ

び地形学等の報省で取り上げられまた昨年9月にNH

Kによって報道され寺泊浜についての知識や関心のあ

る人も多いことであろう.

3.寺泊浜の地形と地質

第1図で北端の角帥甲から南端の観音岬に至るほぼ南

北の海岸線は岩石海岸と砂浜が交互に配列して単調で

ある.その海岸線のうもで寺泊浜は最大規模¢)砂浜で

ある､寺泊浜の長さは6.5たm浜の中央部の幅は600

mで両端に向かって幅が減少する.浜ク)中央に新信濃

川(大河津分水とも呼ばれる)が流入する.

浜の後背山地の地形および地質はほぼ新信濃川を境

にして異放る.その北部は急峻な山地とそれを取り巻�
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く低夷な山地からなる.一方その南部は低夷校山地

のみから放り分水嶺が西側の海岸寄りに偏在する.

北部の急峻租山地は主として新第三系の粗粒玄武岩およ

び流紋岩からなり他の低夷な山地は上記した火成岩と

同時期の黒色頁岩層(寺泊層)からなる.

4.写真からみた寺泊浜の成長

寺泊浜の南部には寺泊町の中心街カミあり街の形態は

典型的な街村集落をなす.特に出雲崎町から寺泊町に

かけ同様荏街カミ続く.これは海が山麓近くにせまり

わずかな細長い土地に街道も居住地も立地したためであ

ろう.ところが現在寺泊町の北部の中心街は海側

に広い土地が形成されたために山麓に沿う昔のままの姿

で取り残されてしまった(写真1).

写真1山麓に沿う寺泊の家並と寺泊浜の全量写真

印央右から左へ流れるのカミ新信濃川である

1971年寺泊町勢要覧より複写した

写真2は大正10年頃に寺泊町中心街背後の高台(東山)

から寺泊浜および寺泊の家並を撮影したものである.

家並のすぐ近くまで海がせまっている.当時の寺泊浜

の冬の状態について土地の古老は下記のように話して

くれた.大きな砕け波が海岸に面した家の床下近くま

で達しまた波しぶきがその家の屋根を越え道路まで

降ってきたと言う.写真3は当時の寺泊浜の夏の景観

であり幅の狭く急傾斜な浜のため民家の床下が高

くなっている.写真4は現在の景観として昭和50年

(1975年)に写真2と同一場所から同一方向を撮影し

たものである.写真2と写真4の撮影間隔は50年余で

ありその間に砂浜が大規模に海側(写真2･4の左)

へ前進した.

たていわ

写真5は昭和25年(1950年)6月に寺泊浜北部の立岩

を撮影したものである.この立岩は別名太子岩と呼ば

れている.立岩横の立札には下記のような文章カミ書か

れている.

“その昔聖徳太子ポ国中を巡った折りこの地に寄り立岩

の景勝に感嘆し馬上より一首詠んだと伝えられている.

万代まで浪は立ち来て洗へども

かわらぬものほ水ぐきの跡と

写真3大正10年頃の寺泊浜の最観砂浜の幅が狭く家並カ重すぐ海

に面している石井俊雄氏所有の絵はカミきを複写した

写真2東山より大正10年頃の静泊浜および家並を望む寺泊町

野積石井俊雄氏所有の絵はがきを複写した

写真4東山より現在の誇泊浜および家並を望む昭和50年9月

撮影�
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爾来土地の人は太子砦と名付けて今日にいたっている."

聖徳太子が実際に詠んだかどうかは別として太子の

生存した7世紀初期以来20世紀中期の昭和25年まで立

岩の大部分は海に取り囲まれて波に洗われていたこと

がわかる.土地の漁師の石井俊雄氏によれば当時立

岩の海側(写真5の左)の水深は約6mでありそこで

漁をしたと言う.写真6は昭和50年(1975年)9月に

写真5とほぼ同一場所から立岩を撮影したものである.

写真5と写真6の撮影間隔は25年でありその間に砂浜

が150m以上も前進した.年平均6mも前進したこと

に在る.また立砦の海側は現在砂に埋没して汀線か

ら約90mも内陸になった.そして海抜高度が約2m

と祖り昭和25年以来8㎜も高まったことに匁る.現在

25年前の汀線が舗装道路となりその道路は越後七浦有

料道路に通じている.

写真7は昭和30年(1955年)に寺泊港北側突堤手前よ

り浜茶屋および海水沿場風景を撮影したものである.

寺泊町中心街地先に砂浜が広がり前進した砂浜の前面

に浜茶屋が立ち並んでいる.写真8は昭和50年に写真

7とほぼ同一場所から同一方向を撮影したものである.

写真7と写真8の撮影間隔は20年でありその間に浜茶

屋は砂浜の前進のためさらに海側に移動した.

5.寺泊浜の成長経過

小池(1974年)にならって新旧の5万分の!の地形図

｢弥彦｣および｢三条｣をそれぞれ重ね合わせて寺泊

浜の汀線の経年変化を作図した(第2図).第2図には

8時期の汀線を示した.なお昭和40年(1965年)は河

口より右岸(北)昭和43年(1968年)はその左岸(南)

のみの汀線を示す.また第2図中のS4からS7の番号

はほぼ浜の縦断方向(N76.W)にとった側線名である.

そして河口から500血間隔に北方へN1･N2川･･N7側

線南方へS1･S2……S4側線をとった.

明治44年(1911年)に最初に寺泊浜全体カミ測最された.

その当時寺泊から北方の野積部落1こかげ一続きの砂浜で

はなくいくつかの小規模柱砂浜となっていた.その

後分水工事が進行し新信濃川河口両岸が土捨て場とな

写真5波に洗われる立岩を望む昭和25年6月石井俊雄氏撮影

写真6現在の立岩を望む写真5と同一場所から昭和50年9月撮艶

写真7寺泊港北側突堤手前よりの浜茶屋および海水浴場風景

昭和30年佐野次男氏撮影

写真8現在の浜茶屋を望む写真7と同一場所から同一方向

を昭和50年9月に撮影�
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った.その結果新信濃川が通水した大正11年(1922昭和40年(1965年)以降ごく最近における砂浜の前進

年)までに第2図中斜線で示した地域(土捨て場)が海傾向を述べる.そこで各測線について大正11年以降

側に前進した.この土地の前進は波や流れの作用に昭和50年(1975年)までの汀線の経年変化を作図した(第

よるものでなく人為的作用による.3図).第3図を作成するために第2図の資料の他に新

潟県発行の2千分の1の地形図(昭和39年2月に新信濃

大正!1年(1922年)から船和6年(!93!年)まで砂浜川河口以南昭和42年4月に河口以北測量)と昭和49･

の前進はみられない.昭和6年から23年(1948年)ま50年9月の筆者の実測結果を用いた.

で17年間に河口の両岸を中心に大規模に砂浜が前進した.第3図中の実線(N側線)と破線(S側線)の勾配は

砂浜の前進域は河口から南2.5たmにあたる寺泊港北側砂浜前進速度を表わす.そして右上りの勾配が砂浜

突堤および河口から北2.8kmまで達した.前進規模の前進右下りのそれが後退水平が平衡状態を表わす.

は河口南側より北側で大きい.特にN1･N2側線間で各測線とも前進開始時期を異にするが一様にまず右上り

砂浜は約350mも前進し年平均前進速度は20皿以上での急な勾配をなしその後右上りの勾配を減じて水平な

あった.ちょうどこの大規模に砂浜の前進した時期が勾配をとる.すでに昭和38年(1963年)頃から河口

第二次世界大戦に出征中の時期と一致したため終戦後の両岸のN1･N2･N3･N4･S1･S2の各測線はほぼ

郷土の寿泊浜に立った帰還兵達はあ吏りに広大になっ平衡状態に近づいた.その後昭和50年まで砂浜の前進

ていく砂浜に驚いたと言うことである､後退を小規模に繰り返している.現在なお砂浜の前進

昭和23年(1948年)から30年(1955年)まで7年間に傾向が続行しているのはN5･N6･N7･S3･S4の

河口の北側で一様に砂浜が前進しその前進域カミ河口か各測線である.これらの側線の経過を見て共通的に知

ら北3.7km一にあたる立岩まで達した.一方河口のられることは河口から遠いところ程砂浜の前進開始が

南側ではS2側線を中心に砂浜が前進した.相対的に遅れて波及していることである.

その後昭和30年(1955年)から40年(1965年)までの

間に河口からN4側線に至る北側で砂浜の前進が緩慢に6.砂浜の前進の原因

なったがそれ以北に前進域が移動してついに寺泊浜最寺泊浜では新信濃川河口から多量の土砂が海中に排出

北端(河口から4たm)まで達した.一方昭和30年がされている.砂浜の前進が新信濃川河口に近づくにつ

ら43年(1968年)までの間に河口の南側でまだ一様にれ大になる.さらに浜の周囲の山地に分布しない礫や

砂浜が前進した.多量の木片も堆積している.まれに海浜砂層中から信

濃川上流域の地名および所有者名の刻まれた生活用品が

みつかる.これらのことから新信濃川の排出土砂によ

って寺泊浜が急激に前進したことが分かる.
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△弥彦1n

k皿にわたる分水工事が開始された(写真9)｡大工事

･･が岩も･･年後の大正･･年(･…年)に終了した.以来現在

N6寸に至るまで高水期を中心に信濃川の運搬土砂の多くが新

日本海N5吻信濃川を通じて排出されてきた.通水以来の排出土砂
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第4図年排出土砂量の経年変化(堀川ほか1975)

第5図

寺泊浜と郷本海岸の縦断形比較図

新潟県(1960)による
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距離

の経年変化は不明であるがごく最近の昭和30年(1955

年)から47年(1972年)までの年排出土砂量は堀川ほか

(1975)によれば第4図のようである.そして婿和

30年から41年(1966年)までの年平均排出土砂劃ま2.22

×106m呂昭和42年(1967年)から47年のそれは1.54×

106m3である.抵お第4図の年排出土砂量にはO.03

mm未満の細粒物質は含まれていない.

すでに第2･3図に示したように新信濃川が通水し

た大正11年(1922年)から昭和6年(1931年)までの間

に砂浜の前進はみられ衣かった.その間に排出された

多量の土砂は河口前面の海底に堆積したり沿岸流によ

って他所へ運搬されたと考えられる.

みなした.第5図から汀線より水深20mにかけた急傾

斜柱海底が新信濃川からの排出土砂によって次第に緩傾

斜にされ海底が十分に浅くなった後に堆積域が陸上に

及んだと考えることができる.河口を中心とした昭和

6年(1931年)から23年(1948年)間の大規模な砂浜の

前進は上記の考えと一致する.また昭和6年から23

年までにN6側線以北の寺泊浜で前進がみられなかった

のはまだこの期間にN6以北の海底が埋積されていた

ためと考えることができる.なお砂浜が前進する状

況について土地の人は下記のように話してくれた.浮

袋が浮上する時のように短時間に広い砂浜が“ポッ"

と眼前に姿を現わすと言う.

第5図は昭和34年6月に新潟県(1960)によって行わ

れた寺泊浜寺泊港外および河口南7kmの郷本海岸の

縦断測量結果である.新潟県(1960)は寺泊浜の南隣

にあたりかっ堆積傾向の認められなかった郷本海岸の縦

断形を測量資料の狂い大正11年以前の寺泊浜の縦断形と

ここで寺泊浜全体について砂浜前進の経年変化傾向を

みることにする.そこで昭和23年(1948年)から50年

(1975年)までのうち9時期について11側線の砂浜前

進距離の総和(累加前進距離)を求めた(第6図).な

お各測線の砂浜前進の基準は前進のみられなかった大

写真9

分水工事現場風景と海溝土捨て場を望む(明治44

年撮影)信濃川大河津分水誌第2葉より複写し

た�
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正11年～昭和6年の汀線の位置とした､第6図によれ

ば昭和40年(1965年)を境に累加前進距離の増加率が

著しく異なる.すなわちその増加率が昭和40年以降に

以前の134m/年から25m/年以下へと減少した.

この累加前進距離は寺泊浜の増加面積および土砂の

堆積量とみなすことが可能である.それゆえに寺泊浜

では昭和40年以降土砂の堆積が以前に比べて減少したこ

とに匁る.この土砂堆積の減少に関する原因としてさ

らに検討を要するが下記の二つが考えられる.一つ

は急激な堆積作用により寺泊浜の縦断形が第5図に示さ

れたように新信濃川通水前のそれと同様に急傾斜と怒り

かつ寺泊浜の平面形が海側に大きく突出しこの地域に

おける波や流れの外的営力とほぼ平衡状態に近づいたた

めである.他の一つは第4図に示されたように昭和42

年(1967年)以降年排出土砂量が減少すなわち寺泊浜へ

の土砂供給量が減少したためである.なお堀川ほか

(1975)は昭和42年以降の年排出土砂量の減少を新信

濃川の平均流最カミ昭末口42年以降に以前の平均流量282m呂/

秒から215m3/秋へと減少したためでありかつ上流の

梓川に昭和44年(1969年)に竣工した奈川渡ダムの堆砂

による供給土砂量の減少(奈川渡ダムの堆砂量は2年間

で3.73×106m雪である)のためであると述べている.

7.予測に代えて

越後平野において信濃川の氾濫とその河口港である

新潟港の埋没を防止する目的で分水工事が着工され

大正11年(1922年)に新信濃川(大河津分水)の竣工を

もって初期の目的カミ達成された.しかしすでに信濃

州(旧信濃川)河口では排出土砂量が減少し深度分布

の異常低下が生じた(徳重1930).その結果明治以

降続いていた信濃川河口左岸の大規模な砂浜の侵食がさ
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第6図累加前進距離の経年変化縦軸は11側線について

汀線の前進距離の総和を表わす

らに助長されその前進傾向にあった右岸でも大規模校

侵食が生じた(新潟県土木部1960).

一方大正11年以降新信濃川が流入した寺泊浜では

現在までに最大幅600m面積約2.3km2(232町歩)に達

するデルタが形成された.この広大匁土地の出現は地

元民の生活環境に大き校影響を及ぼした.土地の人の

話によれば海底が多量の排出土砂によって埋積されて

泥ぽくなったため漁種および漁穫量に著しい変化が生

じたと言う.また野積部落では約37町歩の水田用地が

昭和40年頃に造成され現在越後平野の反当収穫量に匹

敵するほどに荏ったと言う.他の多くの土地は砂防林

や砂浜のままであるがその一部は道路･運動場･公園

･体育館･工場･倉庫･住宅用地等に利用されている.

最後に今後の寺泊浜の前進についての予測にふれて

みたい.寺泊浜の前進は新信濃川からの排出土砂量と

いうプラスの要因と波や流れによる拡散移動というマイ

ナスの要因によっている･今後の予測もこの相反する

二つの要因をどのように見積るかによっている.昭和

40年以降の緩慢荏砂浜の前進傾向がこれからしぱらく続

行すると考えれば下記のことが予測される.

〔以下9頁へつづく〕

灘綴灘箒㌫㈱9㈱

写真中央箱尺背後の砂防柵は昭和49年秋に

施されたものその後写真左側では約80c皿

埋没したS2･S3側線間で北を望む�


